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日時：平成 29 年 6 月 11 日（日）13：30 ～ 14：30

場所：郡山市労働福祉会館　第 2 会議室

　平成 29 年度の総会ならびに公開講演会・研究発表会

は、昨年同様に午前中に研究発表を 2 本、昼休みを挟

んで総会・公開講演会が開催された。当日は 30 人近い

参加者があり、盛会のうちに終了した。総会では下記の

内容が報告・承認された。

■会員異動について

　平成 28 年度には 5 名の新入会者および 3 名の退会者

があった。平成 29 年 6 月 11 日現在の会員数は 70 名。

また当会顧問の岩谷浩光氏（玉川村）が平成 28 年 10

月 22 日に逝去されたことが報告された。

■決算・事業報告ならびに予算・事業計画

　事務局より平成 28 年度の決算と事業報告を行った。

決算については会計監査の大山孝正氏より監査の結果適

正に支出されている旨説明があり、いずれも満場一致で

承認された。またあわせて平成 29 年度の予算案・事業

計画についても満場一致で承認された。今年度の事業計

画は下記の通り。

■学会創立 50周年記念事業について

　平成 32 年度に迎える学会創立 50 周年に向け、｢学会

創立 50 周年記念事業特別委員会｣（会長 ･ 副会長 ･ 事

務局）において以下の方向性で事業の検討を進めること

平成 29年度　総会報告

日 事業名 場所
29.04.23 第 1 回幹事会 郡山市内

29.06.11
平成 29 年度総会 郡山市労働福祉会

館講演会・研究発表会

29. 夏　 『ふぉーらむ・Ｆ』No.5 発行

29.10　
地域持ち回り研究会（中通り）

伊達市
第 2 回幹事会

29.11.25 第 34 回東北地方民俗学合同研究会 弘前大学

29. 秋　 『ふぉーらむ・Ｆ』No.6 発行

30. 冬　 『ふぉーらむ・Ｆ』No.7 発行

30.03.30 会誌『福島の民俗』46 号刊行

平成 29年度事業計画

公開講演会のようす

日時：平成 29 年 6 月 11 日（日）14：30 ～ 16：00
演題：「日本の民家から見た福島県の民家」
講師：津山正幹氏（一般社団法人日本民俗建築学会幹事長）

　津山氏は学生時代から日本民俗建築学会・日本民俗学
会などに入会され、現在は一般社団法人日本民俗建築学

平成 29 年度公開講演会報告

６ Nov. 2017

が承認された。

１．記念出版物の刊行

　出版社等から記念となる書籍を刊行する。一般向けにわ

かりやすく福島県の民俗文化を説明する方向性とし、今後

内容を検討する。

２．記念イベントの開催

　毎年秋に開催している「地域持ち回り研究会」を、平成

32 年度は記念シンポジウム等に当てる。これまで連携が

できていなかった北関東や新潟などの関連諸学会との連携

や学史的なテーマでのシンポジウムなどを検討。

３．その他

　『福島の民俗』を特集号にするなど、既存事業を 50 周

年に合わせた形にするなどの企画も別途検討する。

■ ｢総会 ･研究発表会 ･公開講演会｣ の名称について

　「総会・研究発表会・公開講演会」の名称について、分

かりやすく親しみやすい名称にすることを目的として、3

つの事業を合わせて次年度から「大会」という名称に変更

することが承認された。（事務局　大里正樹）
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会幹事長のほかに、各地の市町村史編さん委員や調査員、
文化財保護審議会委員として民家の調査と保護にあたら
れている。今回のテーマである「福島県の民家」につい
て津山氏は、長年調査研究されてきた全国の民家の資料
と画像をもとに、その特徴を説明された。
　先ず、日本の民家の特徴を知るための基本的な見方を
説明され、 日本の民家が生活の場であるとともに生産の
場でもあること、さらに農家であれ、漁家であれ、町家
であれ、それぞれがその地方の地形や気候風土、生業な
どにより独特の様式を生み出し、伝統的な建物として今
に残されていることを示された。
　比較することで「福島県の民家」の特徴がわかってく
る。民家の特徴として、外見上の特色が顕著であるのが

「屋根型」であり「家型」である。寄棟型・切妻型・入
母屋型を基本として、角屋造りや会津地方で典型的なＬ
字型の中門造り、福岡県から佐賀県にかけて見られるコ
字型のくど造り、ロの字型の漏斗造りなどの屋根型につ
いて、全国各地の例を以って示された。それぞれの例を
個別には知っているものの、比較した上で福島県の民家
の特徴を知ることは、県内での調査の視点を広げること
のできる大変貴重なお話であった。
　福島県では、農家以外のまとまった形での漁家、町家
の調査例は少ないように思われる。今となっては昔なが
らの漁家の残存は少なくなったが、町家についてはさら
に細部を比較できれば、今後の調査の進展に大きな期待
が持てるのではないか、との個人的な感想を持った。
　農家の「屋根材」は板葺き、瓦葺きもあるが茅材が中
心である。南会津や山三郷からの出稼ぎの茅屋根葺き職
人の技術や伝承については故菅野康二先生が詳細に記録
しておられた。工程の写真を見ながら、茅場の減少や原
発事故での汚染を含め、伝統的な民家の継承に欠かせな
い材料の確保と職人の技術のこれからを思ったのは私だ
けであっただろうか。
　福島県の伝統的な民家は寄棟造りの屋根型を基本に、
県北地方を中心に養蚕業の発達した地域では採光の必要
性から兜屋根を特徴とする。一方会津では、雪国の特徴
から隣接の米沢や新潟県と同様に中門造りが発達した。
さらに津山氏は多くの調査例から平面図を提示され、福
島県の一般的な農家の間取り型が広間型→四間取り型

（田の字型、上層階級では中央に２室を挟んだ六間取り
型）→鍵座敷型に変化することを指摘された。また町家
の特徴としては、片側土間・片側居室の造りで、正面道
路側に間口が狭く、奥に向って長く伸びる短冊型で、福
岡県うきは市吉井宿や同八女市福島、山口県柳井市、埼
玉県川越市とともに、蔵づくりの家、町並みとして喜多
方市の例をあげて説明された。
　最後に、福島県をほぼ北限として阿武隈山系を中心に
分布する隠居制度、特に家主家族と隠居夫婦が日常生活

の場を別にする別棟隠居と造り込み隠居の居住習俗を紹
介された。また、隠居慣行のない会津と境を接する郡山
市湖南町館の隠居分布図（『郡山市史』昭和４４年）に
より、こうした習俗が民家の形成や部屋の使い方、ひい
ては食生活も含めて家族社会や今日的な福祉問題にもつ
ながることを指摘され、民俗学が広範囲な情報を提供す
る学問であることを再認識したご講演であった。
　講演後は、久しぶりに講師を囲んでの懇親会に出席し
た。若い新入会員の出席も有り、和やかな中に、酒を飲
まずとも熱い一日の締めくくりであった。（副会長　小
澤弘道）

研究発表会報告

渡邊氏の発表のようす

No.6　Nov.2017

渡邊 彩氏「学校見学における古民家と民俗資料の活用
　　　　　  について」
　近年は小学３年生の社会科学習に「古い道具と昔のく
らし」という単元があり、博物館等が学習の場として利
用される。そのため全国の博物館、特に民俗分野担当者
や民家園職員は、学校見学への対応について模索し苦慮
していることと思われる。そのような現状をうけ、渡邊
彩氏からはいわき市暮らしの伝承郷の取り組みについて
発表していただいた。市内小学校の約半数が利用すると
いうこともあり、主に小学 3 年生の見学対応を事例に、
職員やガイドボランティアによる説明の流れ、実施され
ている体験メニューや出前授業の実施方法などが具体的
に報告された。
　児童にとっては五感で様々なことを体感できる「民家」
というコンテンツは、やはり相当に魅力的なもののよう
だ。屋内の暗さ、涼しさ、あるいは雨音の大小など、自
分たちが現在住んでいる住宅との比較から、多くの疑問
や発見が湧き上がってくる様子が語られた。体験は職員
にも様々な気づきを与えてくれるようだ。体験メニュー
が上手くいった理由や上手くいかなかった理由を考える
なかで、民具の使い方やその工夫を理解することができ
たという話は大変興味深かった。民具というモノだけが
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展示見学記 「北塩原の民具モノ語り」を見て

◎会期：平成 29 年 4 月 3 日（月）～ 8 月 31 日（木）

◎開室時間：09:00 ～ 16:30（土・日・祝日は休室）

◎場所：北塩原村生涯学習センター　２階展示室
　　　　 （旧大塩小学校、耶麻郡北塩原村大字大塩字下六郎屋敷 2134）

　連休明け間もない 5 月 7 日（月）、「北塩原村の民具

モノ語り」の展示を観覧した。村内にはまだところどこ

ろ桜の花も見られた。かつての大塩小学校の校舎は現在

では北塩原村生涯学習センターとなっており、入口では

手作りの人形（案山子？）が迎えてくれた。

　展示室は 2 階で、小学校の普通教室を転用した部屋 4

つが展示室となっている。それぞれ「柏木城跡出土品展」

（1 室）「北塩原の民具モノ語り」（2・3 室）「木魂響く

　北塩原の木地師たち」（4 室）と題した展示が開催中で、

民俗関係の展示は奥の 3 つの部屋にあった。

　「民具モノ語り」1 室目は運搬を主なテーマとして、

蓑や藁ぐつなどの衣生活や、馬具など 50 点ほどの民具

が展示されていた。2 室目は生業を主なテーマとして、

稲作に関わる道具や、食生活に関わる道具など約 60 点

の民具が多く展示されている。3 室目は、村内の早稲沢

地区にあった木地師の家からの寄託資料を中心に、全体

が木地師の暮らしについての展示となっている。

　モノ語りの 2 室はいずれも適度に遊び心も盛り込ま

れている。民具を使う様子を愛嬌ある手作りの人形や藁

馬で再現し、見る者を出迎えてくれるのだ。単なる親し

みやすさだけでなく展示方法として、人が実際に身に着

けたかたちで提示されることで、それぞれの道具が見る

金子氏の発表のようす

No.6　Nov.2017

残り、モノにまつわる知識や経験の伝承は失われてい
く。自らの体を通じてそれらを学ぶことができるという
点で、こうした体験型の施設が果たしていくべき役割は
研究者・利用者の双方にとってますます大きくなってい
くだろう。
　しかし、こうした学校対応は実際のところ博物館側に
丸投げされることが多く、当たり障りのない内容になり
がちである。渡邊氏からも、見学や出前授業にあたって
学校教員の意図がはっきりしており、綿密な打合せや事
前準備が出来た時ほどいい内容にできたと、実感のこ
もった言葉をいただいた。学校・博物館ともに現場の負
担が増えているなかで、子どもたちに良質な学びを与え
るためにどのように連携していくか、考えるべき課題は
多いといえる。（事務局　山口 拡）

金子祥之氏「なぜ災害研究に民俗学的アプローチが必要
　　　　　　なのか－川内村での生活調査を通じて－」
　金子氏は、東京電力福島第一原子力発電所事故により
一時全村避難を強いられ、避難解除後も放射能汚染の問
題と直面することとなった川内村において、食生活に焦
点を当てた調査を行った。その中で、原子力災害被災地
域の食生活がどのように変容しつつあるかを明らかにす
るために、民俗学的アプローチが持つ可能性を考えるに
至ったとのことである。
　原子力災害による放射能汚染は、被災地域の復興、と
りわけ農業の復興を考える上で、非常に重要かつデリ
ケートな問題である。原発事故後、福島県産食材のイメー
ジは「風評被害」の言葉で形容されるように、川内村に
限らず、深刻なダメージを受けた。
　金子氏は、原発事故による放射能汚染と食生活をめぐ
る研究動向について、被災地域にとどまり農業を復興さ
せようとする「生産者の権利回復を軸とした議論」と、
放射能汚染による健康被害がどのように立ち現れている
かをとらえる「消費者の権利擁護を軸とした議論」があっ
たことを指摘した上で、いずれの研究動向も「汚染地域
に帰村した人びとの食生活を対象化してこなかった」と
し、日常的な食生活に目を向ける必要性を強調された。
　放射能汚染と食生活という非常にデリケートな問題を
扱うだけに、金子氏の問題意識は、あえて日々の献立や
食材選びという表層部分に止まらず、いくつかの家に焦
点を当てて、年中行事と儀礼食などに踏み込んで緻密な
調査を行わっている。それらの食材や料理には、それぞ
れに様々な意味づけがあり、それらを丁寧に読み取るこ
とで、当該地域の食生活に放射能汚染がどのように影響
を及ぼしているのか、一つ一つ検証していくことも可能
になるのであろう。
　また、金子氏は報告の中で「民俗学的知の強み」につ
いて言及されていた。これはあえて換言するならば、あ

りふれた日常の中にこそ、地域で生きる人々の価値意識
に迫る糸口が存在するということであろう。原子力災害
という未曾有の事態に直面して、その有意味性がより一
層増していることを、報告を通して再認識させて頂くこ
とができた。（会員　大山孝正）
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▼今年度 2 回目の『ふぉーらむ・Ｆ』をお

届けします。▼担当者初めての編集作業に

つき不行届の点お詫び申し上げます。▼次

回は秋冬２つの研究会報告で１月末刊行予定、以後は年

２回の定期刊行の流れで編集を進めてまいります。（里）

　会津若松市内の居酒屋の店頭に、「がらごり承ります」

という看板を目にした。「がらごり」という呼称について、

県立博物館に勤務していた当時、何度か会津若松市周辺

の人たちから質問や電話による問い合せがあった。会津

若松市や喜多方市など、会津平坦部では祭りや行事の後

の「直会（なおらい）」的な飲食会、反省会を兼ねたも

のを、ガラゴリとかガラゴウリと呼んでいるようである。

山形県米沢市ではハバキヌギ（脛巾脱ぎ）といい、千葉

県成田市ではスナハタキ（砂はたき）などと呼んでいる。

これらの呼称は、祭りや行事等または伊勢参りや巡礼等

の終了に、身についた砂や脛（すね）に着けたハバキを

脱ぐことから、呼ばれるようになったと推測される。

　それではガラゴリという聞きなれない呼称は、何に由

来するのか。会津ではよく言われる一説に、伊勢参りや

西国巡礼等の神仏参詣の折には、銭や薬等の道中に必要

な諸物を行李（こうり）に入れて行くが、帰った時はこ

れらは使いはたし、空（から）になる。すなわち、「空

行李（からこうり）」が訛ってガラゴリとかガラゴウリ

と呼ばれるようになったという。また長道中で身につい

た垢（あか）を身体から離す（落とす）儀礼的な飲食に

由来するとも言われる。前者の「空行李」の説が有力で

あろうとされている。

　会津若松市北会津町中荒井周辺の風俗を書き上げた貞

享 2 年（1685）の『中荒井與三十二箇村風俗帳』には、

ガラゴリの語彙について物語る記述がある。「からかふ

り酒」といい、「濁酒」を造ってふるまい飲むという、

現在言われているガラゴリに通ずる習俗が、当時あった

という。伊勢参宮の折に、「からかふり酒」を造ったと

ある。

　一伊勢参宮之者直に熊野へ参詣するもの有をいずりと

　　云物を著す、袖なき羽織のことし背中に西国巡礼

　　と書、国郡邑假名実名を記小き板札を調、右の如く

　　記三十三所之観音へ納る、亦高野山にて二親、兄弟、

　　妻子のため佛を立る日数六、七十日にて帰国、親類、

　　縁者、或ハ寡者之者廿、卅、五十、百文計宛餞別す、

　　扨又日を考からかふり酒と云、濁酒を造る、此酒下

　　向一両日以前より涌帰宅之節、此酒を諸神佛へ備へ、

　　諸親類近所之者、或ハ餞別之者に振舞、是をからか

　　ふり酒を盛と云

　同様の記述は、会津美里町高田周辺の風俗帳である貞

享 2年『地下萬定書上帳　大沼郡高田組』にもある。こ

れらの記述から、「からかふり酒」すなわちガラゴリの

習俗が、江戸時代初期ごろには存在していたことがうか

がえる。ガラゴリの習俗は、日本遺産に選定された会津

三十三観音巡り、その原形の西国三十三観音巡りにも系

譜をたどれるものであることがわかる。

引用文献：庄司吉之助編　『会津風土記・風俗帳』第 2 巻貞享風俗

帳　歴史春秋社刊、昭和 54 年

　　　　　　　　　　　　　　　　（会長　佐々木長生）

「がらごり」ってなあに？

展示室のようす（左）と展示会のチラシ（右）

者にも有機的に訴えかけてくる。道具をただ並べて展示

しただけよりも何倍も分かりやすくなっている。

　職員の方にお話を伺った。この展示室は教育委員会の

職員と発掘調査の調査員さんたちがともに手作りで仕上

げた展示で、実際に使用していた人々の実体験や、地域

住民への聞書きを行いながら進められたという。村内の

資料収集の取り組みは今なお進行中で展示点数はまだ多

くはないが、観覧に訪れた人から民具の情報を収集する

など、積極的な働きかけを行っている。活気にあふれ、

丁寧に作られている展示と感じた。（事務局　大里正樹）
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※追記：「北塩原の民具モノ語り」の会期は終了したものの、その
後、上記の展示を一部引き継ぐ形で、展示室が再編成された。木
地師と民俗関係の常設展示として、現在でも手作りの人形達を含
めて民具の展示も常時見ることができるそうなので、ご興味のあ
る方はぜひとも展示室へ足を運んでいただければと思う。
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